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お餅つきができるまで・・・・ 
１１月２１日（土）に３年生がお餅つきをしまし

た。この学習までに、長い月日をかけて学び続けた

子どもたちの学習への意欲があればこその貴重な体

験です。  

４月よもぎつみから始 

まりました。おもちに 

いれるよもぎを摘み、 

冷凍保存しておきます。 

 

             

            ４月の終わり、人間しろ
かきみんなの足で田んぼ

の土をしっかりこねて、

田植えの準備。泥の感触

を味わいます。 

 

５月のはじめ、田植え 

をします。大切な苗を 

丁寧に植えて、成長を 

願います。手つきも、 

なかなかのものです。 
 
 
 

                      ６月草取りは、大

事な作業。したた

かなヒエとイネを

見分け、たくさん

の草をみんなの協

力であっという間 

にとることができました。 

 

９月。いよいよ稲刈り 
です。一株一株刈り 

取っていきます。手に 

実りの豊かさが感じら 

れてうれしい瞬間です。 
 
                      

                     刈り取った稲を体育 

館の軒先の稲木に干 

して天日干し。その 

多くを鳥たちに食べ 

られてしまい、鳥た 

ちとの知恵比べで 

す。 
 
 

なぎさの本物体験、手づくりの教材は、こうし

て子どもたちの心を豊かにします。これぞ、なぎ

さ Style なのです。 

 

校長通信 

皇帝ダリア 
在校生のご家族、山下さんが届けてください

ました。メキシコ地方原産で背が高く、秋深い 

11,12 月頃に、ピンク色の花をいっぱい咲かせ

ます。別名「木立ダリア」。登校するなぎさっ

子を上の方から優しく見守ってくれています。 

11 月の生活目標 
○すみずみまで掃除をしよう 

○読書をしよう 

 

12 月の生活目標 
○音楽会では、ふるえる心を発揮しよう 

○身にまわりの整理整頓をしよう 

 

脱穀のあと、唐箕で 

ゴミをとばし、いよい 

よもち米の収穫です。 

全て、古式ゆかしき 

手づくりが自慢。 

 

 

千歯こきで穂からはずす脱

穀。足ふみ脱穀も健在で

す。 

 

 

 

 

餅つきは、石臼で杵を 

使って、一振り一振り 

手でつきます。 

 

 

            もちろん、きな粉は、 

自分たちで育てた大豆。  

ひき臼でひいて作りま 

す。ほうろくで煎るの 

で、香ばしいこと、 

この上なし。 


